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託
者
に
通
告
す
る
時
に
、
⒜
の
規
定
に
基
づ
い
て
他
の
締
約
国
に
よ
っ
て
既
に
付
さ
れ
た
留
保
に
対
し
て
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
⒜
の
規
定
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
る
留
保
に
対
し
て
締
約
国
が
異
議
を
申
し
立
て
る

場
合
に
は
、
当
該
異
議
を
申
し
立
て
る
締
約
国
と
当
該
留
保
を
付
す
る
締
約
国
と
の
間
に
お
い
て
は
、
同
部
の
規

定
の
全
部
を
適
用
し
な
い
。

３

こ
の
条
約
の
関
連
す
る
規
定
に
別
段
の
明
示
の
定
め
が
な
い
限
り
、
１
又
は
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
る
留

保
は
、

⒜

留
保
を
付
す
る
締
約
国
に
関
し
て
は
、
他
の
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
留
保
に
係
る
こ
の
条
約
の
規
定
を

留
保
の
限
度
に
お
い
て
修
正
す
る
。

⒝

⒜
に
規
定
す
る
他
の
締
約
国
に
関
し
て
は
、
留
保
を
付
す
る
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
留
保
に
係
る
こ
の

条
約
の
規
定
を
留
保
の
限
度
に
お
い
て
修
正
す
る
。

４

締
約
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
地
域
に
よ
っ
て
、
又
は
当
該
地
域
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
対
象
租
税

協
定
に
適
用
さ
れ
る
留
保
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
が
前
条
（
署
名
及
び
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
）
１
⒝
又
は
⒞
の

規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
地
域
の
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を

負
う
締
約
国
が
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
留
保
は
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
当
該
締
約
国
の
対
象
租
税
協
定

に
付
さ
れ
る
留
保
と
異
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

留
保
に
つ
い
て
は
、
２
、
６
及
び
９
並
び
に
次
条
（
通
告
）
５
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
署
名
の
時

又
は
批
准
書
、
受
諾
書
若
し
く
は
承
認
書
の
寄
託
の
時
に
付
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
た
後
に

第
十
八
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
選
択
）
の
規
定
に
基
づ
き
第
六
部
（
仲
裁
）
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選

択
す
る
締
約
国
は
、
当
該
締
約
国
が
同
条
の
規
定
に
従
っ
て
寄
託
者
に
通
告
す
る
時
に
１
⒫
か
ら
⒮
ま
で
の
規
定
に

基
づ
く
留
保
を
付
す
る
。

６

署
名
の
時
に
留
保
を
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
留
保
は
、
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
が
寄
託
さ
れ
る
時
に
確

認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
２
、
５
及
び
９
並
び
に
次
条
（
通
告
）
５
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
当
該
留
保
を
含
む
文
書
に
お
い
て
当
該
留
保
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

７

署
名
の
時
に
留
保
を
付
さ
な
い
場
合
に
は
、
予
定
さ
れ
る
留
保
の
暫
定
的
な
一
覧
が
、
署
名
の
時
に
寄
託
者
に
提

出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

次
の
各
規
定
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
る
留
保
に
関
し
、
第
二
条
（
用
語
の
解
釈
）
１
⒜

の
規
定
に
従
っ
て
通
告
さ

れ
る
協
定
で
あ
っ
て
関
連
す
る
規
定
に
規
定
す
る
留
保
の
対
象
と
な
る
も
の
の
一
覧
並
び
に
次
の
規
定
（
⒞
、
⒟
及

び
⒩
の
規
定
を
除
く
。）に
基
づ
い
て
付
さ
れ
る
留
保
に
つ
い
て
は
当
該
協
定
の
関
連
す
る
各
規
定
の
条
及
び
項
の
番

号
の
一
覧
が
、
当
該
留
保
を
付
す
る
時
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒜

第
三
条
（
課
税
上
存
在
し
な
い
団
体
）
５
⒝
か
ら
⒠
ま
で
及
び
⒢

⒝

第
四
条
（
双
方
居
住
者
に
該
当
す
る
団
体
）
３
⒝
か
ら
⒟
ま
で

⒞

第
五
条
（
二
重
課
税
の
除
去
の
た
め
の
方
法
の
適
用
）
８
及
び
９

⒟

第
六
条
（
対
象
租
税
協
定
の
目
的
）
４

⒠

第
七
条
（
条
約
の
濫
用
の
防
止
）
15
⒝
及
び
⒞

⒡

第
八
条
（
配
当
を
移
転
す
る
取
引
）
３
⒝

か
ら

ま
で

⒢

第
九
条
（
主
と
し
て
不
動
産
か
ら
価
値
が
構
成
さ
れ
る
団
体
の
株
式
又
は
持
分
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
）
６

⒟
か
ら
⒡
ま
で

⒣

第
十
条
（
当
事
国
以
外
の
国
又
は
地
域
の
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
に
関
す
る
濫
用
を
防
止
す
る
規
則
）
５

⒝
及
び
⒞

⒤

第
十
一
条
（
自
国
の
居
住
者
に
対
し
て
租
税
を
課
す
る
締
約
国
の
権
利
を
制
限
す
る
租
税
協
定
の
適
用
）
３
⒝

⒥

第
十
三
条
（
特
定
の
活
動
に
関
す
る
除
外
を
利
用
し
た
恒
久
的
施
設
の
地
位
の
人
為
的
な
回
避
）
６
⒝

⒦

第
十
四
条
（
契
約
の
分
割
）
３
⒝

⒧

第
十
六
条
（
相
互
協
議
手
続
）
５
⒝

⒨

第
十
七
条
（
対
応
的
調
整
）
３
⒜

⒩

第
二
十
三
条
（
仲
裁
手
続
の
種
類
）
６

⒪

第
二
十
六
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
対
象
）
４

⒜
か
ら
⒪
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
留
保
は
、
こ
の
８
に
規
定
す
る
一
覧
に
含
ま
れ
な
い
対
象
租
税
協
定
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

９

１
又
は
２
の
規
定
に
従
っ
て
留
保
を
付
す
る
締
約
国
は
、
寄
託
者
に
宛
て
た
通
告
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
当
該
留

保
を
撤
回
し
、
又
は
よ
り
限
定
さ
れ
た
留
保
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
締
約
国
は
、
次
条
（
通
告
）
６
の

規
定
に
従
い
、
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
の
結
果
と
し
て
求
め
ら
れ
る
追
加
の
通
告
を
行
う
。
第
三
十
五
条
（
適

用
の
開
始
）
７
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
は
、

⒜

寄
託
者
が
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
の
通
告
を
受
領
す
る
時
に
お
い
て
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
国
又
は

地
域
の
み
と
の
間
の
対
象
租
税
協
定
に
関
し
て
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
係
る
規
定
に
関
す
る
留
保
に
つ
い
て
は
、
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
の
通
告
に

つ
い
て
寄
託
者
が
通
報
し
た
日
に
開
始
す
る
六
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
生
ず

る
課
税
事
象

そ
の
他
の
全
て
の
規
定
に
関
す
る
留
保
に
つ
い
て
は
、
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
の
通
告
に
つ
い
て
寄
託

者
が
通
報
し
た
日
に
開
始
す
る
六
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
課
税
期

間
に
関
し
て
課
さ
れ
る
租
税

⒝

寄
託
者
が
当
該
留
保
の
撤
回
又
は
変
更
の
通
告
を
受
領
し
た
日
の
後
に
一
又
は
二
以
上
の
当
事
国
が
こ
の
条
約

の
締
約
国
と
な
る
対
象
租
税
協
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
約
が
当
該
当
事
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
の
う
ち

最
も
遅
い
日
か
ら
適
用
す
る
。

第
二
十
九
条

通
告

１

５
及
び
６
並
び
に
第
三
十
五
条
（
適
用
の
開
始
）
７
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
次
の
規
定
に
基

づ
く
通
告
は
、
署
名
の
時
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
若
し
く
は
承
認
書
の
寄
託
の
時
に
行
う
。

⒜

第
二
条
（
用
語
の
解
釈
）
１
⒜

⒝

第
三
条
（
課
税
上
存
在
し
な
い
団
体
）
６

⒞

第
四
条
（
双
方
居
住
者
に
該
当
す
る
団
体
）
４

⒟

第
五
条
（
二
重
課
税
の
除
去
の
た
め
の
方
法
の
適
用
）
10

⒠

第
六
条
（
対
象
租
税
協
定
の
目
的
）
５
及
び
６

⒡

第
七
条
（
条
約
の
濫
用
の
防
止
）
17

⒢

第
八
条
（
配
当
を
移
転
す
る
取
引
）
４

⒣

第
九
条
（
主
と
し
て
不
動
産
か
ら
価
値
が
構
成
さ
れ
る
団
体
の
株
式
又
は
持
分
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
）
７

及
び
８

⒤

第
十
条
（
当
事
国
以
外
の
国
又
は
地
域
の
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
に
関
す
る
濫
用
を
防
止
す
る
規
則
）
６

⒥

第
十
一
条
（
自
国
の
居
住
者
に
対
し
て
租
税
を
課
す
る
締
約
国
の
権
利
を
制
限
す
る
租
税
協
定
の
適
用
）
４

⒦

第
十
二
条
（
問
屋
契
約
及
び
こ
れ
に
類
す
る
方
策
を
通
じ
た
恒
久
的
施
設
の
地
位
の
人
為
的
な
回
避
）
５
及
び

６
⒧

第
十
三
条
（
特
定
の
活
動
に
関
す
る
除
外
を
利
用
し
た
恒
久
的
施
設
の
地
位
の
人
為
的
な
回
避
）
７
及
び
８

⒨

第
十
四
条
（
契
約
の
分
割
）
４

⒩

第
十
六
条
（
相
互
協
議
手
続
）
６

⒪

第
十
七
条
（
対
応
的
調
整
）
４

⒫

第
十
八
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
選
択
）

⒬

第
二
十
三
条
（
仲
裁
手
続
の
種
類
）
４

⒭

第
二
十
四
条
（
異
な
る
解
決
に
つ
い
て
の
合
意
）
１

⒮

第
二
十
六
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
対
象
）
１

⒯

第
三
十
五
条
（
適
用
の
開
始
）
１
か
ら
３
ま
で
、
５
及
び
７

２

締
約
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
地
域
に
よ
っ
て
、
又
は
当
該
地
域
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
対
象
租
税

協
定
に
関
す
る
通
告
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
が
第
二
十
七
条
（
署
名
及
び
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
）
１
⒝
又
は
⒞

の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
地
域
の
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任

を
負
う
締
約
国
が
行
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
通
告
は
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
当
該
締
約
国
の
対
象
租
税
協
定

に
関
し
て
行
わ
れ
る
通
告
と
異
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

署
名
の
時
に
通
告
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
通
告
は
、
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
が
寄
託
さ
れ
る
時
に
確
認

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
５
及
び
６
並
び
に
第
三
十
五
条
（
適
用
の
開
始
）
７
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
通
告
を
含
む
文
書
に
お
い
て
当
該
通
告
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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